
情報公開により、入手した資料

１）H30.31 八ッ場ダム貯水池周辺地下水等業務報告書 試験湛水時斜面監視編
（R2.3 日本工営）

２）H31吾妻川周辺地下水等観測業務報告書 （R2.３ 日本工営）

３）R2.3八ッ場ダム貯水池周辺地下水位等観測業務報告書（R3.６ 日本工営）

2021年 八ッ場ダム現地調査

報告書の内容を確認のために、現地調査に入りました。

報告書では、地盤変状については異常なしと書かれているが、
測定された数値を見ると、いくつかの箇所で変動が見られる。
（これは、計測誤差、計測器不良なのか？ 現地での確認が必要）

注：スライドに とあるのは上記３）の資料、 などの記号は、元図に加筆したもの



2021年6月12日
2021年10月2日

計器観測地点の確認
代替地、計器変状地点、
地盤変状箇所の踏査

現地調査



ダム堤体近傍に変質帯が分布

ダム岩盤の亀裂発達（ルジオン値の高い所）
漏水対策 薬液注入工の効果

地すべり問題
（特に、林層、応桑岩屑堆積物中の地すべり）

高盛土の代替地
盛り土地盤の安全性

八ッ場ダム周辺の地盤問題



ダムサイト脇の道路斜面

地山岩盤の風化変質により、岩石が軟化し、
斜面崩壊の惧れ

路面の沈下

風化変質は
進行

ロックボルトによる
地山岩盤の締め付け

落石防護も兼ねた
鋼管杭によるすべり抑止



ダム左岸側
法枠工に早くも赤さびの拡大



ダム岩盤の漏水

赤丸の観測地点は
貯水池からの漏水
有と考えられる

青丸の観測地点
は、漏水無しと
考えられる

国交省資料より



国交省資料より



表層崩壊

落石崩壊

ダム完成後に起きた
表層すべり、落石崩壊は
貯水池からの漏水が原因？

ダム右岸側斜面



地すべり観測地点 国交省資料より



川原畑 二社平

地すべり盛土



二社平地区地すべり

孔内傾斜計

国交省資料より





観測孔は水没、パイプ歪計には変位は見られない

国交省資料より



勝沼地区

国交省資料より



国交省資料より



国交省資料より



明瞭な変位は見られない

管理基準値内

地すべり防止技術指針同解説書（平成20年）
国交省砂防部
独立行政法人 土木研究所

国交省資料より



明瞭な変位は見られない



明瞭な変位は見られない

国交省資料より



国交省資料より



国交省資料より



地すべり計が新たに設置されていた。
赤いのは警報灯：（地すべりが一定規模変動すると、
警報ランプが点滅する）
警報灯が設置されているのはこの個所だけ

計測器と警報灯、地面を覆うビニール
シートが設置されている。
ここで地すべりが生じた？

勝沼地区の西よりの地点

警報灯

管理用道路



HS014

HS013

６ｍｍ

８ｍｍ

2019年11月12日から2021年３月14日

管理用道路（勝沼地区の西端）

地すべり計

国交省資料より



代替地 川原湯１

国交省資料より



国交省資料より



国交省資料より



沈下と考えられる変位が認められる。
円弧すべりの発生を示唆するせん断変形は認められない
同地区で観測している変位杭において、保全対象に最も近い盛
土法肩部測点での計測結果は管理基準値以下であり、盛土の不
安定を示す変位は認められない。

国交省資料より



川原湯地区２



明瞭な変位は見られない

川原湯地区２



川原湯地区３



川原湯３代替地

路面に新しい亀裂が見られた。
ただし、地すべりと関係しているかどうかは
現時点では不明



川原湯地区３ 国交省資料より



川原湯地区３

明瞭な変位は見られない



代替地
国交省資料より



川原畑

路面に亀裂、歩道と車道の舗装の間が広がっている。
国交省も変状の観測を行っている（？）。

測量用鋲が敷設



国交省資料より



明瞭な変位は見られない 道路面には明瞭な変位がある

国交省資料より



まとめ
１ ダムサイト左岸擁壁では岩盤の風化変質が進行している。

２ ダムサイト下流の斜面岩盤に、貯水池からの漏水が生じている。

３ 地すべり地
勝沼地区の西端（管理用道路）では、小規模地すべりが発生、監視が必要

４ 代替地
川原畑では、路面の亀裂が進行している。監視が必要
（管理用道路、川原畑の亀裂については、報告書では触れていない）

５ 国交省の報告では、地すべり地、代替地での観測結果は、管理基準値以下
として、変状なしとしている。
観測値をより詳細に分析し、予兆の有無を検討する必要がある。

引き続き、国交省が進める観測報告書を入手し、地盤変状の検討と現地調査が必要
観測は長期にわたることから、後継者育成も検討しておくことが必要


